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平成 24 年５月 28 日 

各 位 

本社所在地 東京都中野区中央二丁目 9 番 1 号 

会 社 名 健康コーポレーション株式会社 

代 表 者 代表取締役社長    瀬 戸  健 

コード番号 2928 札幌証券取引所アンビシャス 

問 合 せ 先 

 

取 締 役      香 西 哲 雄 

 電 話 番 号 03-5337-1337 

Ｕ Ｒ Ｌ http://www.kenkoucorp.co.jp/ 

 

 

業績予想に関するお知らせ 
 

平成24年５月10日に公表いたしました「平成24年３月期決算短信〔日本基準〕（連結）」において、平成

25年３月期の業績予想を未定としておりましたが、本日開催の取締役会において、下記のとおり決定いた

しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 連結業績予想数値 

（１）平成 25 年 3 月期第 2四半期（累計）連結業績予想数値(平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） － － － － －円－銭 

今回発表予想（Ｂ） 9,379 △161 △165 △246 △797円75銭 

増減額 （Ｂ）－（Ａ） － － － －  

増   減   率（％） － － － －  

(ご参考)前期第 2 四半期実績 

(平成 24 年 3 月期第２四半期) 
6,834 54 32 △44 △143円64銭 

 

（２）平成 25 年 3 月期通期連結業績予想数値(平成24年4月1日～平成25年3月31日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） － － － － －円－銭 

今回発表予想（Ｂ） 20,228 1,012 967 674 2,185円 34銭 

増減額 （Ｂ）－（Ａ） － － － －  

増   減   率（％） － － － －  

(ご参考)前期実績 

(平成 24 年 3 月期) 
13,445 909 938 887 2,877円 09銭 
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2. 個別業績予想数値 

（１）平成 25 年 3 月期第 2四半期（累計）個別業績予想数値(平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） － － － － －円－銭 

今回発表予想（Ｂ） 5,004 △149 △168 △169 △547円33銭 

増減額 （Ｂ）－（Ａ） － － － －  

増   減   率（％） － － － －  

(ご参考)前期第 2 四半期実績 

(平成 24 年 3 月期第２四半期) 
431 250 237 215 699 円 84 銭 

 

（２）平成 25 年 3 月期通期個別業績予想数値(平成24年4月1日～平成25年3月31日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） － － － － －円－銭 

今回発表予想（Ｂ） 10,316 750 714 657 2,128円 68銭 

増減額 （Ｂ）－（Ａ） － － － －  

増   減   率（％） － － － －  

(ご参考)前期実績 

(平成 24 年 3 月期) 
2,519 696 667 1,615 5,234円 86銭 

（注）当社は平成 24 年１月 1 日付で健康コーポレーション株式会社を吸収合併し、事業持株会社へ移行

したため、通期個別業績予想における前期実績の数値は、合併後の数値を示したものであります。 

 

3. 連結業績予想の理由 

平成24年４月17日に子会社化した株式会社エンジェリーベの業績に与える影響を精査中であった

ことから、業績予想を未定としておりましたが、このたび現時点で入手可能な情報や予測に基づき、上

記のとおり業績予測値を策定いたしました。 

 

当連結会計年度では、当社にて新商品の開発、既存商品の販路拡大や販売強化を推進することに

加え、株式会社アスティ及びエムシーツー株式会社を前連結会計年度に子会社化したことによる効果

が期待されます。そして株式会社エンジェリーベの買収が奏功し売上高は 20,000 百万円を超えること

が見込まれますが、利益については、株式会社エンジェリーベの事業再編に係るコスト負担の影響が

あり、前連結会計年度に対し微増を見込んでおります。 

 

利益の発生が下半期に偏重している要因は、当社が上半期に実施する戦略的な広告宣伝活動に

よる投資効果が下半期以降の損益に反映されること、及び当連結会計年度に子会社化した株式会社

エンジェリーベの事業再編による損益の改善効果が下半期以降に発現する見込みであることによるも

のであります。 

 

なお、四半期毎（連結）の見通しについては、下記のように予想しております。 
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期間 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 通期合計 

売上高（単位：百万円） 4,182 5,196 5,388 5,462 20,228 

通期に占める割合 21％ 26％ 26％ 27％ 100％ 

営業利益（単位：百万円） △314 153 299 874 1,012 

通期に占める割合 △31％ 15％ 30％ 86％ 100％ 

 

（注）本資料における業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したも

のであり、実際の業績は、今後様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

以 上 


